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前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
と

お
り
、
一
〇
月
か
ら
「
静
中
静
高

同
窓
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
過
去
三
年
分
の
同
窓
会

報
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
海
外
在
住
で
同
窓
会
報
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
過
去
の
記
事
を

も
う
一
度
読
み
た
い
の
だ
が
、
実

物
は
な
く
し
て
し
ま
っ
て
と
い
う

方
、ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
一
七
年
度
静
中
静
高
同
窓

会
総
会
、
懇
親
会
は
、
84
期
が
正

幹
事
、
85
期
・
94
期
が
副
幹
事
と
し

て
一
一
月
五
日
（
土
）
午
後
三
時

か
ら
ホ
テ
ル
・
ア
ソ
シ
ア
・
静
岡
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
、
櫻
井
一
男

会
長
か
ら
「
一
昨
年
の
一
二
五
周

年
を
機
に
、
同
窓
生
の
母
校
に
対

す
る
想
い
は
さ
ら
に
熱
く
強
い
も

の
に
な
り
、
そ
れ
は
在
校
生
に
も

及
ん
で
い
る
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
来
賓
の
静
高
校
長
遠
藤

亮
平
先
生
は
、
祝
辞
の
中
で
、「
静

高
は
、
い
ま
大
い
に
踏
ん
張
っ
て

い
る
。」
と
元
気
な
母
校
の
近
況
を

報
告
さ
れ
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
協
力
を
要
請
さ
れ
た
。
議
事
に

入
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

次
に
「
静
高
は
い
ま
」
と
い
う
コ

ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
部

活
動
の
話
題
を
中
心
に
、
毎
月
更

新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現
役
生

の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
同
窓
会
の
刊
行
物
」
コ
ー
ナ

ー
も
新
設
で
す
。「
静
中
静
高
史
」

を
始
め
、
校
歌
や
応
援
歌
一
四
曲

が
納
め
ら
れ
た
「
讃
歌
」
Ｃ
Ｄ
ま

で
、
こ
こ
か
ら
ご
購
入
の
お
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

た
が
、
役
員
改
選
、
規
約
改
正
を

含
む
議
案
は
、
す
べ
て
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
た
。
急
遽
、
司
会
と
事

務
局
報
告
の
大
任
を
担
わ
れ
た
丹

治
正
先
生
（
93
期
）
は
、
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

次
い
で
、
記
念
講
演
に
移
り
、
京

都
外
国
語
大
学
教
授
・
同
国
際
言

語
平
和
研
究
所
長
堀
川
徹
君
（
84

期
）
が
、「
二
一
世
紀
と
イ
ス
ラ
ー

ム
」
と
題
し
て
、
現
代
史
の
カ
ギ

を
握
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
と
現

状
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
た
。
堀
川
君
の
監
修
を
経

た
講
演
要
旨
を
二
頁
に
揚
げ
た
の

で
、ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
懇
親
会
の
中
で
行
わ

れ
て
い
た
在
校
生
成
績
優
秀
ク
ラ

ブ
表
彰
を
、
本
年
は
講
演
に
引
続

ー
ド
で
き
る
「
静
高
の
歌
」
に
一

二
五
周
年
記
念
新
応
援
歌「
讃
歌
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。
全
体
の
音
質

も
向
上
し
て
い
ま
す
。

掲
示
板
も
三
種
類
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。「
各
種
通
知
」、「
尋
ね
人
」、

「
静
高
時
代
の
思
い
出
を
語
ろ
う
」

の
三
つ
で
す
。
利
用
規
程
を
よ
く

お
読
み
の
上
、
同
期
生
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
住
所
変
更
や
様
々
な
お

い
て
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
部
・
囲
碁

部
・
郷
土
研
究
部
・
工
学
部
・
男
子

テ
ニ
ス
部
・
野
球
部
が
会
長
表
彰

を
受
け
、盛
大
な
拍
手
を
浴
び
た
。

午
後
五
時
過
ぎ
に
、
森
本
直
生

君
・
豊
田
真
梨
子
さ
ん
（
と
も
に

84
期
）
の
司
会
に
よ
っ
て
懇
親
会

が
開
か
れ
る
こ
ろ
に
は
、
会
場
に

は
六
〇
〇
名
余
の
岳
南
健
児
が
集

い
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
盛
況
を
呈

し
た
。
代
表
幹
事
の
開
会
宣
言
に

続
き
、
元
応
援
団
長
杉
山
明
君
（
84

期
）
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
全
員

問
い
合
わ
せ
も
メ
ー
ル
を
お
使
い

い
た
だ
け
れ
ば
お
気
軽
で
す
。

事
務
局
一
同
、
楽
し
く
有
意
義

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ペ
ー
ジ
作

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

が
校
歌
を
四
番
ま
で
斉
唱
。
会
長

の
挨
拶
の
後
、
角
替
弘
志
副
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
に
入
っ
た
。

本
年
度
の
懇
親
会
で
は
、
ゆ
っ

く
り
と
落
着
い
て
会
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
立
食
形
式
を

や
め
て
、
参
加
者
全
員
に
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
イ
ス
を
用
意
し
た
。
予

想
以
上
に
多
勢
の
会
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
幹
事
と
し
て
は
、

会
場
に
納
ま
り
き
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
窮
屈
な
感
を
も

た
れ
た
と
し
た
ら
、
盛
会
に
免
じ

て
お
許
し
く
だ
さ
い
。

し
ば
し
歓
談
の
後
、
48
期
の
石

川
新
七
・
下
田
大
助
両
氏
を
は
じ

め
と
す
る
五
人
の
大
先
輩
に
ご
登

壇
願
い
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

各
先
輩
と
も
た
い
へ
ん
お
元
気
で
、

静
中
に
学
ん
だ
若
き
日
の
想
い
出

や
健
康
の
秘
訣
な
ど
を
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
話
さ
れ
た
。

衆
議
院
議
員
（
前
文
部
科
学
副

大
臣
）
塩
谷
立
君
（
84
期
）
の
「
永

田
町
か
ら
の
風
」
と
題
す
る
報
告

の
間
も
、
先
輩
・
後
輩
い
り
混
じ

っ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
席
で
美

酒
を
酌
み
交
わ
し
、
肩
を
た
た
き

合
っ
て
、
久
々
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
笑
い
の
渦
の
中
で
話
の
花
が

咲
き
乱
れ
て
い
た
。

い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、

静
高
の
花
と
い
え
ば
、
入
学
式

を
彩
る
校
門
横
の
桜
並
木
の
イ
メ

ー
ジ
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
、
晩

秋
に
は
あ
の
並
木
の
下
に
ツ
ワ
ブ

キ
の
群
生
が
鮮
や
か
な
黄
色
を
見

せ
ま
す
。

カ
ラ
ー
化
さ
れ
た
紙
面
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。今
後
は
現

在
の
静
高
の
姿
を
、四
季
折
々
に
ご

紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
印
刷
所
の
協
力
を
得
て
、
経

費
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
な
く
、
紙

面
カ
ラ
ー
化
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

写
真
腕
自
慢
の
皆
様
、
過
去
・

現
在
を
問
わ
ず
、
会
員
が
静
高
を

思
い
出
す
よ
す
が
と
な
る
よ
う
な

力
作
を
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

全
員
で
「
讃
歌
」（
84
期
川
辺
真

君
作
曲
）「
希
望
の
歌
」（
私
た
ち

84
期
が
第
一
期
生
）「
逍
遥
歌
」
を

肩
を
組
み
な
が
ら
歌
い
、
岳
南
健

児
と
し
て
の
連
帯
感
に
酔
っ
た
。

同
窓
会
旗
が
次
年
度
正
幹
事
の
85

期
滝
浪
員
康
氏
に
引
継
が
れ
、
最

後
に
、
杉
山
晴
敏
氏
（
85
期
）
の

リ
ー
ド
で
、
全
員
が
再
度
校
歌
を

（
今
度
は
静
高
方
式
の
一
番
を
二

回
）
斉
唱
し
、
静
中
・
静
高
に
エ

ー
ル
を
送
っ
て
、
最
高
潮
に
盛
り

上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
宴
は
終
わ

っ
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
総
会
・

懇
親
会
を
盛
会
の
う
ち
に
無
事
閉

じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
心

か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
84
期
　
興
津
哲
雄
）
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テ
ー
ブ
ル
席
で
和
や
か
な
歓
談
が
続
い
た

桜
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
表
紙

同
窓
会
18
年
行
事
予
定

校
歌
な
ど

「
静
高
は
い
ま
」
新
設

音
質
向
上

京
都

好
評
、
堀
川
教
授
（

）
講
演

外
大

一
七
年
度

懇
親
会
に
六
〇
〇
余
人
総
　
　
会

岳南健児は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

思い熱く 固い絆


